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西
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〈
要
旨
〉　

高
知
県
中
部
・
西
部
の
地
震
津
波
記
念
碑
に
は
、
教
訓
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
訓
の
伝
承
方
法
に
は

差
異
が
あ
り
、
視
覚
的
直
観
で
理
解
で
き
る
も
の
と
言
語
表
現
に
よ
る
伝
承
を
受
容
者
に
合
わ
せ
た
解
説
を
加
え
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
も

の
に
分
け
ら
れ
た
。
前
者
の
場
合
は
視
覚
情
報
と
組
合
せ
る
こ
と
で
言
語
表
現
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
伝
承
に
当
た
っ
て
効
率
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
宿
毛
市　

は
い
た
か
神
社　

地
震
津
波
記
念
碑　

南
海
ト
ラ
フ
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は
じ
め
に

　

高
知
県
は
太
平
洋
に
面
す
る
こ
と
か
ら
、
駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
沖
に
か

け
て
の
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
し
て
概
ね
百
～
百
五
十
年
間
隔
で
繰

り
返
し
発
生
し
て
き
た
い
わ
ゆ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
の
被
災
地
と

な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
た
め
、
沿
岸
各
地
に
は
多
く
の
地
震
津
波
記
念
碑
が
建
碑
さ
れ
て

い
る
。（
注
１
）
小
稿
で
は
高
知
県
東
部
の
代
表
的
な
地
震
津
波
記
念
碑
を

取
り
上
げ
て
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

一　

宿
毛
市
は
い
た
か
（

覃
鷯

）
神
社
の
地
震
津
波
記
念
碑

　

宿
毛
市
大
島
に
あ
る
は
い
た
か
（

覃
鷯

）
神
社
は
海
抜
一
〇
・
七
メ
ー
ト

ル
の
高
台
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
本
殿
へ
の
石
段
は
四
十
四
段
あ
る
。
こ

の
石
段
の
右
手
に
は
奉
献
碑
が
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
左
手
に
は
金
属
製
の

手
す
り
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
１
）

　

右
手
の
奉
献
碑
の
中
に
ひ
と
き
わ
高
い
碑
が
二
基
あ
る
。
一
基
は
七
段

目
に
あ
る
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
地
震
津
波
記
念
碑
で
あ
る
。

写真１　最上段からの奉献碑
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一
八
五
四
年
（
安
政
元
年
）
十
一
月
五
日

　
　

の
大
地
震
で
津
波
が
此
処
ま
で
押
し
寄
せ
る

　
　
（
右
）
平
成
七
年
十
月
神
社
新
築
記
念

　

ま
た
、
も
う
一
基
は
四
十
一
段
目
に
あ
る
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の

地
震
津
波
記
念
碑
（
写
真
２
）
で
あ
る
。

　
　

一
七
〇
七
年
（
宝
永
四
年
）
十
月
四
日
の

　
　

大
地
震
で
津
波
の
波
が
此
処
ま
で
押
し
寄
せ

　
　

大
島
浦
全
戸
流
失

　
　
（
右
）
平
成
七
年
十
月
神
社
新
築
記
念

　

い
ず
れ
も
平
成
七
年
十
月
の
神
社
新
築
に
合
わ
せ
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
碑
を
新
調
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
。
石
段
も
一
段
の
高
さ
を
や
や
低
く
し
て
改
修
さ
れ
て
お
り
、
記
録
類
に
残
る
段
数
と
異
な
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
地
震
津
波
記
念
碑
に
記
さ
れ
た
宝
永
四
年
の
地
震
津
波
に
つ
い
て
は
「
小
野
家
々
譜
」（
注
２
）
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

宝
永
四
亥
年
十
月
四
日
、
大
に
地
、
震
動
し
、
山
穿
て
水
を
漲
し
、
川
埋
り
て
丘
と
成
、
浦
中
の
漁
屋
悉
く
転
倒
す
。
逃
れ
ん
と
す
れ

共
、
眩
睴
て
圧
に
打
れ
、
或
は
頓
絶
せ
ん
と
す
る
者
若
干
な
り
。
係
り
し
後
は
、
高
潮
入
り
な
る
よ
し
つ
ぶ
や
く
所
に
、
大
津
波
打
て

島
中
の
在
家
一
所
と
し
て
残
る
方
な
し
。
昼
夜
十
一
度
打
来
る
。
中
に
も
第
三
番
の
津
波
高
く
て
、
当
浦

覃
鷯

社
の
石
垣
踏
段
三
ツ
残
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
地
震
に
よ
っ
て
家
屋
が
倒
壊
し
、
さ
ら
に
津
波
で
あ
る
「
高
潮
」
が
予
測
さ
れ
て
い
る
時
に
大
津
波
が
押
し
寄
せ
て
全

戸
が
流
失
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
石
段
は
三
段
を
残
し
て
浸
水
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
記
事
に
つ
い
て
『
宿
毛
市
史
』（
注
３
）
は
「

覃
鷯

神
社
の
石
段
は
四
十
二
段
で
あ
る
の
で
、
三
十
九
段
つ
か
っ
た
事
に
な
る
。
い
か
に

写真２　�宝永 4年（1707）
の地震津波記念碑
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大
き
な
津
波
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
現
在
の
石
段
は
四
十
四
段
で
あ
り
、
平
成
七
年
の
神
社
新
築
に
合
わ
せ
て
石
段

が
改
修
さ
れ
た
こ
と
か
ら
『
宿
毛
市
史
』
発
刊
時
の
昭
和
五
十
二
年
と
総
段
数
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
宝
永
当
時
の
総
段

数
が
昭
和
五
十
二
年
と
同
じ
四
十
二
段
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
現
在
の
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
昭
和
五
十
二
年
当

時
の
三
十
九
段
の
位
置
で
は
な
く
、
現
在
の
四
十
一
段
の
位
置
で
あ
り
、
実
際
の
高
さ
と
は
若
干
の
差
が
あ
る
と
見
て
よ
い
。

　

こ
の
地
震
に
つ
い
て
の
『
理
科
年
表
』（
注
４
）
の
記
事
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

１
３
４

　
　

１
７
０
７　

10　

28　
（
宝
永　

4　

10　

4
）　33.2

°N

　

135.9

°E　

M
８
．
６

　
　

 

五
畿
・
七
道
：『
宝
永
地
震
』：
わ
が
国
最
大
級
の
地
震
の
一
つ
．
全
体
で
少
な
く
と
も
死
2
万
．
潰
家
6
万
．
流
出
家
2
万
．
震
害
は

東
海
道
・
伊
勢
湾
沿
岸
・
紀
伊
半
島
で
最
も
ひ
ど
く
，
津
波
が
伊
豆
半
島
か
ら
九
州
ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
や
瀬
戸
内
海
を
襲
っ
た
．
津

波
の
被
害
は
土
佐
が
最
大
．
室
戸
・
串
本
・
御
前
崎
で
1
～
2
ｍ
隆
起
し
，
高
知
市
の
東
部
の
地
約
20
万
k㎡
が
最
大
2
ｍ
沈
下
し
た
．

遠
州
灘
沖
か
ら
四
国
沖
ま
で
の
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
広
範
囲
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
．

　

こ
の
記
事
か
ら
も
土
佐
が
地
震
津
波
に
よ
る
最
大
の
被
害
地
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
宿
毛
大
島
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

次
に
、
こ
の
地
震
津
波
記
念
碑
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

地
震
津
波
記
念
碑
は
、
大
き
く
分
け
て
「
慰
霊
型
」
と
「
教
訓
型
」
に
分
類
で
き
る
。

　

慰
霊
型
は
、
地
震
津
波
で
亡
く
な
っ
た
被
害
者
を
慰
霊
す
る
た
め
の
も
の
で
、
死
者
の
氏
名
や
戒
名
を
彫
刻
し
、
災
害
状
況
と
と
も
に
被

害
者
の
人
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
拝
礼
の
対
象
と
し
て
花
筒
や
線
香
立
て
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

　

教
訓
型
は
、
被
災
者
が
後
世
に
地
震
津
波
の
際
の
避
難
の
仕
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

岩
手
県
・
宮
城
県
に
分
布
す
る
昭
和
八
年
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
建
碑
の
意
図
が
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
目
的
を
持
っ
て
い
た
。
教
訓
に
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特
化
し
て
、
計
画
的
に
地
震
津
波
記
念
碑
と
し
て
建
碑
さ
れ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　

一
般
的
な
教
訓
型
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
地
震
津
波
の
発
災
状
況
や
被
災
状
況
を
文
章
で
説
明
し
、
そ
の
土
地
で
後
世
に
も
地
震
津
波
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
日
常
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
を
訴
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
期
ま
で
に
建
碑
さ
れ
た
も
の

は
、
漢
文
や
文
語
文
で
記
さ
れ
、
現
代
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
が
理
解
す
る
た
め
に
は
、
現
代
語
訳
な
ど
の
解
読
が
必
要
で
あ
る
場
合
も

多
い
。

　

こ
う
し
た
類
型
の
中
で
、
宿
毛
市
は
い
た
か
（

覃
鷯

）
神
社
の
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
教
訓
型
に
分
類
で
き
る
。
碑
面
に
簡
素
に
し
て
的
確

な
表
現
で
地
震
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
と
そ
の
被
災
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
波
高
到
達
点
を
視
覚
的
、
体
感

と
し
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。

　

教
訓
型
は
、教
訓
を
記
し
て
い
る
が
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
書
記
情
報
で
あ
り
、受
容
者
が
理
解
し
な
け
れ
ば
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
宿
毛
市
は
い
た
か
（

覃
鷯

）
神
社
の
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
神
社
の
石
段
に
地
震
津
波
の
波
高
到
達
点
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
視
覚
的
、
体
感
と
し
て
ど
こ
ま
で
津
波
が
到
達
し
た
か
を
訴
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
は
「
此
処
ま
で
」
到
達
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
だ
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
災
意
識
を
醸
成
す
る
上
で
大
き
な
効
果
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、「
過
去
に
こ
こ
ま

で
津
波
が
到
達
し
た
こ
と
が
歴
史
的
に
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
将
来
に
つ
い
て
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
地
震
津
波
の
際
は
、
少
な
く

と
も
そ
の
碑
よ
り
高
い
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
お
く
と
よ
い
。」
と
い
っ
た
説
明
を
刻
む
必
要
も
な
い
し
、
ま
た
、
そ
の
こ
と

を
伝
え
る
人
＝
伝
承
者
が
い
な
く
て
も
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
理
解
に
一
定
の
知
識
・
技
能
が
必
要
な
言
語
表
現
に
よ
る
書
記
情
報
を
最
小
限
に
抑
え
な
が
ら
、
し
か
も
教
訓
の

効
果
を
最
大
限
伝
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、同
様
に
神
社
の
石
段
や
高
台
を
利
用
し
た
波
高
到
達
点
を
示
す
地
震
津
波
記
念
碑
は
、高
知
県
、徳
島
県
で
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
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は
い
た
か
（

覃
鷯

）
神
社
石
段
が
独
創
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。

　

二　

黒
潮
町
加
茂
神
社
の
地
震
津
波
記
念
碑

　

黒
潮
町
加
茂
神
社
に
は
、
地
震
津
波
の
予
兆
と
な
る
「
鈴
波
」
に
関
す
る
地
震
津

波
記
念
碑
が
あ
る
。（
写
真
３
）
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
の
地
震
津
波
に
つ
い
て
の

教
訓
型
記
念
碑
で
あ
る
。
碑
面
が
歳
月
を
経
て
摩
滅
し
て
お
り
、
黒
潮
町
が
碑
文
を

翻
字
し
た
案
内
板
と
さ
ら
に
要
旨
を
現
代
語
で
記
し
た
案
内
板
を
設
置
し
て
い
る
。

（
写
真
４
）

　

原
文
の
翻
字
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

嘉
永
七
甲
寅
の
歳
十
一
月
四
日
昼
微
々
の
震
動
有

　
　

潮
海
滑
に
流
れ
溢
る
土
俗
是
を
名
て
鈴
浪
と
云
ふ

　
　

是
則
海
嘯
の
兆
也
其
翌
五
日
朝
土
俗
海
嘯
に
至
に
満
眼

　
　

の
海
色
洋
々
と
し
て
浪
静
也
欣
然
と
し
て
家
に
帰
り
平
素
の
業
を
事

　
　

と
す
時
に
申
剋
に
至
て
忽
大
震
動
瓦
屋
茅
屋
共
崩
家
と
成
満
眼
に

　
　

全
家
な
し
氛
埃
濛
々
と
し
て
暗
西
東
人
倶
に
後
先
を
争
ふ
て
山
頂
に
登
山
上

　
　

よ
り
両
川
を
窺
見
る
に
西
牡
蠣
瀬
東
吹
上
川
を
漲
り
潮
正
溢
る
是
即
海

　
　

嘯
屋
也
最
初
潮
頭
緩
々
と
し
て
進
第
二
第
三
相
追
至
第
四
潮
勢
最
猛
大
に
し
て

写真３　�加茂神社の「鈴波」に関する地震
津波記念碑

写真４　記念碑の案内板
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実
に
胆
を
冷
す
家
の
漂
流
す
る
事
数
を
覚
ず
通
計
に
海
潮
七
度
進
退
す
初
夜

　
　

に
至
て
潮
全
く
退
く
園
は
砂
漠
と
成
り
田
畛
更
に
海
と
成
る
当
時
震
動
す
る
事
劇
し
く

　
　

曽
聞
宝
永
四
丁
亥
歳
十
月
四
日
も
同
然
今
に
至
り
て
一
百
四
十
八
年
今
此
石
此
邑

　
　

浦
の
衆
人
労
を
施
し
て
是
を
牡
蠣
瀬
川
の
辺
よ
り
採
り
て
此
記
を
乞
来
是
を

　
　

後
人
に
告
ん
が
為
な
ら
ん
鈴
浪
果
た
し
て
海
嘯

　
　

の
兆
な
り
向
来
百
有
余
年
の
後
此
言
を

　
　

知
る
べ
き
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
並
晴
識

　
　

安
政
四
年

　
　

丁
巳
年
六
月
朔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
野
村
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
連
中

　

地
震
が
発
生
し
て
、〈
曽
て
聞
く
宝
永
四
丁
亥
歳
十
月
四
日
も
同
然
、
今
に
至
り
て
一
百
四
十
八
年
。
今
、
此
石
、
此
邑
浦
の
衆
人
、
労

を
施
し
て
、
是
を
牡
蠣
瀬
川
の
辺
よ
り
採
り
て
、
此
記
を
乞
来
。
是
を
後
人
に
告
ん
が
為
な
ら
ん
〉
と
し
て
お
り
、
後
世
の
人
々
へ
の
教
訓

と
し
て
村
人
が
牡
蠣
瀬
川
か
ら
石
を
運
ん
で
こ
の
碑
の
文
案
撰
述
を
野
並
晴
に
依
頼
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

村
人
達
は
〈
鈴
波
は
地
震
津
波
の
予
兆
で
あ
る
〉
こ
と
を
百
年
後
の
人
々
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
を
願
っ
て
、
石
の
採
取
か
ら
碑
文

の
依
頼
ま
で
を
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
碑
文
自
体
も
摩
滅
し
、
し
か
も
文
語
文
で
「
海
嘯
」「
欣
然
」「
氛
埃
濛
々
」「
田
畛
」
と
い
っ
た
漢
語
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が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
格
調
の
高
さ
は
あ
っ
て
も
現
代
の
人
々
が
一
読
し
て
理
解
で
き
る
内
容
の
も
の
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
教
訓
型

地
震
津
波
記
念
碑
と
し
て
の
機
能
は
減
じ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、黒
潮
町
は
、こ
の
内
容
の
要
旨
を
作
成
し
て
、看
板
と
し
て
設
置
し
、理
解
が
進
む
よ
う
に
工
夫
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

 　

嘉
永
7
年
（
＝
安
政
元
年
、
１
８
５
４
）
11
月
4
日
の
昼
、
か
す
か
な
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
潮
が
な
ぎ
さ
に
満
ち
て
き
て
、
俗
に

鈴
波
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
津
波
の
前
兆
（
前
ぶ
れ
）
で
す
。

　
　

 　

翌
日
11
月
5
日
は
何
事
も
な
く
日
常
生
活
に
復
し
ま
し
た
が
、
申
の
刻
（
午
後
4
時
）
頃
大
地
震
が
起
こ
り
、
瓦
葺
き
の
家
も
茅
葺

き
の
家
も
倒
壊
し
、
見
渡
す
限
り
建
っ
て
い
る
家
は
一
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
土
煙
が
立
ち
こ
め
る
な
か
、
人
は
争
っ
て
山
の
頂

上
目
指
し
て
登
り
ま
し
た
。
牡
蠣
瀬
川
、
吹
上
川
に
潮
が
漲
り
ま
し
た
。

　
　

 　

津
波
の
襲
来
で
す
。
津
波
は
第
1
波
は
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
第
2
波
、
第
3
波
が
そ
れ
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
第
4
波
で
最
大
と
な

り
、
夜
に
な
る
ま
で
7
回
波
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。
庭
も
水
田
も
海
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
宝
永
4
年
（
１
７
０
７
）
10
月
4
日
に

も
同
じ
事
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
来
１
４
８
年
目
に
当
た
り
ま
し
た
。
村
人
た
ち
は
牡
蠣
瀬
川
の
石
を
取
り
こ
の
石

碑
を
つ
く
っ
て
後
人
に
警
告
を
残
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
鈴
波
は
津
波
の
前
兆
で
す
。
今
後
１
０
０
年
あ
ま
り
の
後
の
世
に
生
き
る
人

は
、
こ
の
警
告
を
知
っ
て
お
く
べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
こ
の
取
組
が
興
味
深
い
の
は
、
碑
文
の
要
旨
を
英
文
で
も
併
記
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
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　　 A small earthquake occurred in the middle of the day of 

November 4, 1854, results in a slight rise in sea level, which local 

people popularly called "suzu-nami" and saw as a sign of tsunami 

waves.

　　  This was actually followed by a large earthquake that hit the 

area at around four o'clock in the afternoon on the next day, 

November 5, causing houses, those with tiled roofs and with 

thatched roofs alike, to collapse together and dust to fly up, 

dimming the atmosphere.

　　  People rushed, from both the west and the east, to climb up to 

the top of the mountain and looked down on the rivers in the 

west and the east to find out that both the Kakisegawa River 

in the west and Fukiagegawa River in the east were swelling 

and flooding with seawater, which was exactly what you call an 

"aegir."

　　  The first tsunami wave advanced slowly while being chased by 

the second and third waves.

　　  It was the fourth wave that gained the greatest momentum and 

scared the living daylights out of the people.

　　  Countless houses were swept away as a total of seven tsunami 

waves arrived. The water receded at night, after turning fields 

into desert and rice paddies into sea. The monument also refers 

to another tsunami that hit area in 1707. The message says; "The 

purpose of this inscription is to inform the future generations how 

suzu-nami is a reliable predictor of tsunami."

― 11 ―

高
知
県
西
部
の
地
震
津
波
記
念
碑
の
伝
承
内
容
と
方
法
に
つ
い
て
（
齋
藤
）



　

牡
蠣
瀬
川
と
吹
上
川
を
見
た
村
人
達
が
「aegir

」（
津
波
）
と
叫
ん
だ
と
い
っ
た
一
般
的
で
な
い
単
語
も
見
ら
れ
る
も
の
の
、
平
易
な
英

文
で
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

　

近
代
以
前
に
建
て
ら
れ
た
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
各
地
で
同
様
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
教
訓
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
し
て
伝
え
る
た
め
に
は
、
伝
承
者
の
存
在
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
地
震
津
波
に
つ
い
て
『
理
科
年
表
』
の
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

２
３
８

　
　

１
８
５
４　

12　

24　
（
安
政　

1　

11　

5
）　33.0

°N

　

135.0

°E　

M
８
．
４

　
　

 

畿
内
・
東
海
・
東
山
・
北
陸
・
南
海
・
山
陰
・
山
陽
道
：『
安
政
南
海
地
震
』：
東
海
地
震
の
32
時
間
後
に
発
生
，
近
畿
付
近
で
は
二
つ

の
地
震
の
被
害
を
は
っ
き
り
と
は
区
別
で
き
な
い
．
被
害
地
域
は
中
部
か
ら
九
州
に
及
ぶ
．
津
波
が
大
き
く
，
波
高
は
串
本
で
15
ｍ
，

久
礼
で
16
ｍ
，
種
崎
で
11
ｍ
な
ど
．
震
源
近
く
で
は
地
震
と
津
波
の
被
害
の
区
別
が
難
し
い
．
死
者
数
千
．
室
戸
・
紀
伊
半
島
は
南
上

が
り
の
傾
動
を
示
し
，
室
戸
・
串
本
で
約
1
ｍ
隆
起
，
甲
浦
・
加
太
で
約
1
ｍ
沈
下
し
た
．

　

久
礼
（
高
知
県
中
土
佐
町
）
は
黒
潮
町
か
ら
す
る
と
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
東
に
な
る
が
、
海
岸
の
面
し
方
は
類
似
し
て
お
り
、
波

高
は
高
か
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

こ
の
『
安
政
南
海
地
震
』
の
前
日
に
は
『
安
政
東
海
地
震
』
が
発
生
し
て
お
り
、こ
の
地
震
津
波
が
「
鈴
波
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
鈴
波
」
の
伝
承
は
、
東
海
と
南
海
が
三
十
二
時
間
差
で
連
動
し
て
発
生
し
た
こ
と
の
被
災
地
で
の
記
録
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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３
．
須
崎
市
野
見
漁
港
の
地
震
津
波
記
念
碑

　

須
崎
市
の
野
見
漁
港
は
、
橋
で
結
ば
れ
た
中
ノ
島
か
ら
北
に
延
び
る

野
見
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
漁
港
で
あ
る
。
野
見
湾
は
西
側
に
開

け
て
お
り
、
湾
内
の
産
業
と
し
て
は
タ
イ
の
養
殖
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

こ
の
漁
港
で
は
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
の
南
海
地
震
で
堤

防
が
決
壊
し
た
。
そ
の
復
旧
を
記
念
し
て
昭
和
二
十
六
年
に
建
て
ら
れ

た
地
震
津
波
記
念
碑
で
あ
る
。（
写
真
５
）

　
　

震
災
復
旧
記
念
碑

　
　

 （
碑
陰
）
時　

昭
和
二
十
一
年
十
二
月
二
十
一
日
午
前
四
時
突
如

南
海
大
地
震
起
り
大
津
浪
襲
来
一
瞬
ニ
シ
テ
堤
防
決
潰
部
落
ヲ
大

海
ト
化
ス
爾
後
床
下
浸
水
数
ケ
月
人
心
兢
々
凄
惨
ヲ
極
ム
、
其
の

後
総
工
費
壹
阡
參
百
萬
円
ヲ
以
堤
防
復
旧
工
事
ヲ
完
成
セ
リ
左

ニ
當
時
ノ
状
況
ヲ
記
シ
後
世
ニ
ト
ド
メ
ン
ト
ス
地
震
前
夜
ハ
天
地

靜
寂
突
堤
ヨ
リ
十
数
米
ノ
間
大
干
潟
ヲ
生
ジ
井
戸
ハ
渇
水
ス
地
震

終
息
後
津
浪
来
襲
迠
約
十
五
分
部
落
民
貴
重
品
ヲ
携
ヘ
裏
山
ニ
避

難
ス
津
浪
ハ
大
小
六
回
来
襲
其
ノ
退
カ
ン
ト
ス
ル
ヤ
轟
々
鳴
動
シ

家
屋
倒
壊
流
失
等
其
惨
状
筆
舌
盡
シ
難
シ
浸
水
最
高
満
潮
面
上

写真５　野見漁港の記念碑写真６　野見漁港記念碑案内板
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十
五
尺
バ
カ
リ
ナ
リ
キ
高
潮
ノ
跡
ヲ
参
考
ト
セ
ラ
レ
タ
シ
被
害
ハ
流
失
全
壊
家
屋
大
部
分
ヲ
占
メ
百
七
十
余
戸
内
完
全
ナ
ル
モ
ノ
僅
カ

二
二
十
数
戸
ヲ
残
ス
ノ
ミ
幸
二
人
畜
ノ
被
害
皆
無
ナ
リ
キ
實
ニ
本
地
震
安
政
元
年
十
一
月
四
日
ノ
大
地
震
ヨ
リ
九
十
三
年
目
ニ
當
レ

リ
。

　
　

昭
和
二
十
六
年
九
月
九
日
野
見
堤
防
復
旧
促
進
委
員
會
工
事
施
工
者
須
崎
工
業
株
式
會
社

　

こ
の
碑
文
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省　

高
知
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所　

須
崎
港
出
張
所
が
現
代
語
訳
付
き
の
案
内
板
を
設
置
し
て
い

る
。（
写
真
６
）

　
　

野
見
震
災
復
旧
碑

　
　

～
先
人
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る
～

　
　

 

左
の
碑
は
、
昭
和
21
年
12
月
21
日
に
発
生
し
た
昭
和
南
海
地
震
に
つ
い
て
、
野
見
地
域
の
伝
記
を
基
に
当
時
の
状
況
を
記
し
、
後
世
に

伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
惨
状
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
来
る
べ
き
南
海
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

以
下
は
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
　

国
土
交
通
省　

高
知
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所　

須
崎
港
出
張
所

　
　
（
案
内
板
・
下
段
）

　
　

 　

昭
和
21
年
12
月
21
日
午
前
4
時
、
突
然
、
南
海
大
地
震
が
起
こ
り
、
大
津
波
が
来
襲
。
一
瞬
に
し
て
堤
防
が
決
壊
、
部
落
を
大
き
な

海
と
変
貌
さ
せ
た
。

　
　
　

そ
の
後
、
床
下
浸
水
は
数
ヶ
月
続
き
、
人
々
の
心
は
恐
々
と
し
て
凄
惨
を
極
め
た
。

　
　

 　

そ
の
後
、
総
工
費
1
千
3
百
万
円
を
費
や
し
て
、
堤
防
の
復
旧
工
事
を
完
成
さ
せ
た
。
左
に
当
時
の
状
況
を
記
し
、
後
世
に
残
し
て

お
く
も
の
で
あ
る
。
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地
震
の
前
夜
、
天
地
は
静
寂
、
突
堤
よ
り
十
数
メ
ー
ト
ル
の
間
、
大
き
な
干
潟
が
出
来
て
井
戸
は
水
が
枯
れ
た
。
地
震
が
終
息
し
た

後
、
津
波
の
来
襲
ま
で
約
15
分
。
部
落
の
人
々
は
、
貴
重
品
を
携
え
、
裏
山
に
避
難
し
た
。
津
波
は
大
小
6
回
来
襲
、
そ
の
津
浪
が
引

こ
う
と
す
る
時
は
、
大
き
な
音
が
と
ど
ろ
き
鳴
り
響
い
て
動
き
、
家
屋
の
倒
壊
や
流
出
な
ど
、
そ
の
惨
状
は
何
と
も
表
現
の
し
よ
う
が

な
い
。

　
　

 　

浸
水
の
最
高
は
、
満
潮
時
の
海
面
か
ら
15
尺
（
約
4.5
ｍ
）
ほ
ど
上
に
な
り
、
高
潮
の
跡
（
江
雲
寺
と
神
明
宮
前
の
最
高
潮
之
跡
）
を

参
考
と
し
て
欲
し
い
。

　
　

 　

被
害
は
、
流
失
、
全
壊
し
た
家
屋
が
大
部
分
を
占
め
、
１
７
０
戸
あ
ま
り
の
内
、
被
害
の
な
か
っ
た
も
の
は
、
わ
ず
か
20
数
戸
を
残

す
の
み
。
幸
に
し
て
、
人
や
家
畜
の
被
害
は
ひ
と
つ
も
無
か
っ
た
。
更
に
こ
の
地
震
は
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）
11
月
4
日
の
大

地
震
よ
り
93
年
目
に
当
る
。

　
　

昭
和
26
年
9
月
9
日　

野
見
堤
防
復
旧
促
進
委
員
会

　
　

―
―
津
波
に
対
す
る
心
得
―
―

　
　

○
強
い
地
震
や
長
い
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
近
く
の
高
台
な
ど
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

○
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
の
で
、
警
報
、
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
安
全
な
場
所
で
待
機
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

○
正
し
い
情
報
を
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
な
ど
を
通
じ
て
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

○
日
ご
ろ
か
ら
家
族
み
ん
な
で
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

※
右
は
、
津
浪
か
ら
逃
げ
る
避
難
所
の
サ
イ
ン
で
す
。
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
図
）

　
　
（
野
見
地
区
の
避
難
場
所
：
神
明
宮
・
江
雲
寺
・
県
道
な
ど
高
台
）

　
　

須
工
と
き
わ
株
式
会
社
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こ
の
地
震
津
波
記
念
碑
は
、
被
災
し
た
堤
防
の
復
旧
完
成
を
記
念
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
震
津
波
そ
の
も
の
の
記
念
碑
で
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
地
震
津
波
の
発
災
状
況
を
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
ま
た
、
末
尾
に
安
政
南
海
地
震
か
ら
九
十
三
年
目
に
当
た
る
こ
と
を
指
摘
し

て
、一
定
期
間（
こ
の
場
合
は
百
年
程
度
の
期
間
）毎
に
地
震
津
波
が
襲
来
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。「
野
見
」バ
ス
停
前
に
は
、

明
治
四
十
四
年
の
「
埋
立
紀
念
碑
」
が
あ
り
、
現
在
の
野
見
漁
港
は
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
土
地
整
備
が
進

ん
で
も
地
震
津
波
に
よ
る
堤
防
の
決
壊
は
免
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
野
見
漁
港
か
ら
東
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
小
浦
集
落
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
昭
和
南
海
地
震
津
波
の
記
念
碑
と
国
交

省
に
よ
る
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ア
ラ
バ
と
呼
ば
れ
る
高
台
に
あ
る
恵
比
寿
神
社
境
内
に
あ
る
地
震
津
波
記
念
碑
か
ら
は
、
昭
和
南

海
地
震
津
波
で
は
九
回
の
上
げ
潮
が
あ
っ
た
こ
と
、
集
落
の
大
半
が
流
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

防
災
面
か
ら
す
る
と
、「
津
波
に
対
す
る
心
得
」
を
示
す
こ
と
が
第
一
義
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
地
震
津
波
に
よ
る
被
災
が

あ
り
、
そ
の
状
況
の
こ
と
、
そ
の
復
旧
に
時
間
と
費
用
を
要
し
た
こ
と
を
述
べ
て
、
最
後
に
歴
史
的
な
経
験
か
ら
約
百
年
後
の
将
来
に
も
備

え
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
と
め

　

以
上
、高
知
県
西
部
の
地
震
津
波
記
念
碑
に
は
、教
訓
型
に
分
類
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、①
視
覚
的
に
波
高
を
示
す
も
の
、

②
予
兆
と
な
る
現
象
を
示
す
も
の
、
③
発
災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
。
②
と
③
は
、
い
ず
れ
も
後
世
の
人
々
に
自
ら

の
被
災
状
況
を
言
語
表
現
で
伝
え
て
、
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
時
代
に
よ
る
文
体
差
に
よ
り
、
教
訓
を
理
解
す
る
た

め
に
は
時
代
に
応
じ
た
補
助
的
な
伝
達
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
、
①
は
感
覚
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
た
め
、
訴
求
力
は
大
き
い
と
い
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え
る
。
防
災
に
と
っ
て
の
言
語
表
現
は
、簡
潔
な
も
の
と
し
、視
覚
情
報
と
組
合
せ
る
こ
と
で
、情
報
量
を
最
低
限
に
抑
え
る
工
夫
に
よ
り
、

口
頭
な
ど
に
よ
る
伝
承
を
必
須
と
し
な
い
伝
承
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
注
）

（
１
） 　 

高
知
県
西
部
東
部
の
地
震
津
波
記
念
碑
の
所
在
に
つ
い
て
は
「
四
国
災
害
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」（http://w

w
w

.shikoku-saigai.com
/

、
令
和
三

年
九
月
三
十
日
閲
覧
）
に
大
部
分
が
収
載
さ
れ
、歴
史
史
料
に
つ
い
て
は
、都
司
嘉
宣
編
『
高
知
県
地
震
津
波
史
料
』（
防
災
科
学
技
術
研
究
所
、

昭
和
五
十
六
年
三
月
）
が
詳
し
い
。

（
２
） 　
「
小
野
家
々
譜
」
は
『
宿
毛
市
史
』
に
よ
る
。

（
３
） 　

宿
毛
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
宿
毛
市
史
』（
宿
毛
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
）

（
４
） 　

国
立
天
文
台
編
『
理
科
年
表
２
０
２
１
』（
第
九
四
冊
、
丸
善
出
版
、
令
和
二
年
十
一
月
）

　

本
研
究
はJSPS

科
研
費 JP17K

12620

（
研
究
代
表
者
・
古
沢
広
祐
、
研
究
課
題
名
・
災
害
・
復
興
と
伝
統
文
化
の
役
割
に
関
す
る
学

際
的
研
究
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
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The Method of giving a Alerting Message of 

Tsunami Monuments in Kochi Pref.

Taira SAITO

Abstract

In 1707, Oshima Island in Sukumo City was hit by a high-intensity 

earthquake and tsunami.

This tsunami reached the 41st step of the flight of stairs at Haitaka Shrine.

Its height was approximately 10 meters.

For the purpose of alerting the future generations about the height of the 

tsunami, a “tsunami monument” was erected beside the step.

Seeing this monument can help visitors visually ascertain the height of the 

tsunami.

Since many tsunami monuments explain events in written Japanese, these 

explanations require interpretations attoday.

However, as the tsunami monument at Haitaka Shrine serves as a visual 

representation, no interpretation of the same is required.

In other words, lessons learned from the disaster are expressed through 

minimal use of words.

This work was supported by JSPS KAKENHI Grant Number JP17K12620.

Keywords：Sukumo City,Haitaka shirine,tsunami monument,Nankai trough
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